
海外のボランティア活動
に参加して」と題した企
画は今回で３回目であっ

たが、約５０名
の参加者
を得て、
成功裡に
終了しま
した。
　スタデ
ィは、田
村勝彦会
長の主催

者挨拶、来賓者を
紹介して開始され
ました。３人の講
師から、①それぞれ派遣
された国の紹介（気候、
風土、生活の様子、言語、
産業等）、②ボランティ
アとしての活動状況やそ
の
活
動
分
野
の
状
況
や
背

景）、③派遣された国と

日本との関係④参加して
気付いたこと・学んだこ
と⑤東日本大震災に対す
る救援状況などの話をし

て戴きました。今回の３
ヶ国は一般的には馴染み
の薄い国であったと思わ
れますが、講師が沢山の
写真を使いながら、わか
りやすく話をしてくれた
ので、参加者には意図が

充分に伝わったと思われ
ます。
　
３
人
の
講
演
に
引
き
続

き、会場参加者との質疑
応答では、ザンビアにお
ける学校教育でのエイズ
（性）教育の状況、パナ
マにおけるシャーガス病
の治療薬の開発状況、モ

ルデイヴにおける女性の
人権の実態などについて
かわされました。
　終了後のアンケートで

は、回答者の全員から「大
いに満足」と「満足した」
との評価をいただきまし

た。　なお、今回も地域内の
学校や周辺の大学などに
も案内しましたが、青年
層の参加者が期待したよ
り少ないとの課題が残り
ました。

第８回目の講座は昨年７
月の「明治期の蓮田」に引
き続いて「明治期の白岡」
を取り上げたところ、定
員

60名のところ、約９０
名が参加し、大盛況のう
ちに終了しました。アン

ケート回答者の９４％か
ら「満足した」との回答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。　講座は、予定通り午後

2時に始まり、先ず主催
者挨拶として田村会長が
当協会の活動状況を説明
し、直ぐに松崎講師によ
る
講
座
が
開
始
さ
れ
ま
し

た。　松崎講師より①昨年７
月のスタディのおさらい
として鉄道の開通と日本
鉄道②東北線開通による
物
量の変化③白岡駅開

設
までの経緯④その設置

運
動の背後に見

える世相
⑤

「
新設白岡車

站之碑」の
中
島撫山の碑

文の背景に
関して、当時の日本の

経
済・社会事情

を含めわか
りやすい語り

口で説明い
ただきました。講師には、
レ
ジメも準備

いただき参
加者に配布することがで

きました。
　回答いただいたアンケ
ートには、「

駅設
置に係

る
運動とその時代背景と
の関係について興

味深
く

聞かせていただき大変
勉

強になりました」、「た
くさんの方の

情熱
で白岡

駅ができたことを
知りま

した」、「
車
站之
碑の
深

読みは大変
興
味深
い内
容

でした」、「わかり易い
説明で

良かった」、「
新

しい発
見があり勉

強にな
り、次回が

楽しみ」など
多
数の
コメ
ントをいただ

きました。また、今後の

テーマとして、武蔵七党
、

近
世の
歴史
、
中世
からの

災
害状況、文

化財と史跡
、

河
川の
歴史
やこれまで実

施したテーマの繰り返し
等の要

望が
出され、この

スタディに対する関心の
高さを

伺う
事ができまし

た。
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第
６

回
国

際
文

化
ス

タ
デ
ィ

「
世

界
を

知
る

」

海
外

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動

に
参

加
し

て

２
０

１
１

年

11

月

27

日
（

土
）

白
岡

町
「
は

ぴ
す

し
ら

お
か

」

前列左から講師の大井さん、佐藤さん、東原さん
後列左から副会⻑・会⻑

第
８

回
地

域
文

化
遺

産
ス

タ
ディ

明
治

期
の

わ
が

町
を

学
ぶ

明
治

期
の

白
岡

ー
白

岡
駅

開
設

前
後

の
物

流
と

世
相

２
０

１
２

年
２

月

26日
（

日
）

白
岡

町「
は

ぴ
す

し
ら

お
か

」
講

師
　

大
宮

開
成

高
等

学
校

　
松

崎
 慶

喜
さ

ん

講師の松崎さん

満席の会場風景

熱心にメモを取る聴衆の方

スタディの様子

　
東
松
山
市
に
あ
る
、
埼
玉

県
平
和
資
料
館
で
２
０
１
２

年
２
月
２
５
日
か
ら
５
月
１

３
日
ま
で
の
会
期
で
、
戦
後

日
本
の
国
際
平
和
貢
献
活
動

を
紹
介
す
る
テ
ー
マ
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

国
連
の
専
門
機
関
で
あ
る
ユ

ネ
ス
コ
に
つ
い
て
、
国
内
・

県
内
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活

動
、
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を

多
角
的
に
紹
介
さ
れ
、
「
埼

玉
県
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活

動
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
当
協
会

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

 発行人：蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦  　〒349-0141　蓮田市西新宿　３－５５－１５ （４）

展示の様子

（写真提供：埼玉県平和資料館）

埼玉県平和資料館で
　当協会が紹介されました。

２２２２００００１１１１１１１１年年年年度度度度（（（（１１１１１１１１月月月月～～～～３３３３月月月月））））のののの主主主主なななな活活活活動動動動

２２２２００００１１１１２２２２年年年年度度度度のののの主主主主なななな活活活活動動動動

当
協
会

の
紹
介
パ
ネ

ル
（
写
真

提
供
・
埼

玉
県
平
和
資

料
館
）



　小雨降る寒い日でした
が、蓮田市文化財展示館、
黒浜貝塚でわが町の歴史
を学びました。参加者は

12名で、蓮田市
教育委員会生涯
学習部社会教育
課文化財保護担
当主査の田中和
之さんに解説を
していただきな
がら文化遺産め
ぐ
り
を
し
ま
し

た。２０１０年
（平成

22年）に開館した
文化財展示館ではわが町
についての歴史・民俗・

考古についてや、旧石器
時代から歴史時代にかけ
ての土器や石器などさま
ざまな文化財についてお

話を聞きました。そして
たまたま他地区の展示会
で展示され、返却されて
きた黒浜式土器も身近に

観察することが出来まし
た。黒浜式土器は、縄文
時代前期の時期区分の基
準となる標識土器となっ
ているとの事でした。ま
た、２００６年（平成

18

年）に国指定の史跡とな

った黒浜貝塚では、貝塚
は縄文時代前期のものが
多く、約５～６千年前は
奥東京湾がこの辺りまで

広がり、海岸線を望む大
地に人々が居住していた
ことを出土品が物語って

いることや、発掘などの
苦労話を伺うことが出来
ました。限られた時間で
したが、田中さんの熱い
お話でわが町の新たな魅
力、そして先人たちの素
晴らしさを知ることが出
来た文化遺産めぐりでし
た。　２０１２年度総会終了
後、第３回寺子屋講座を
開きました。今回は、当
協会理事の宮崎

 博さん
のお話でテーマは”今更
聞けない「インターネッ
トって？」”でした。　
ＩＴ産業技術者の宮崎さ
んですが、お話は分かり
やすい単語をつかっての
シ
ニ
ア
向
け
の
講
座
で
し

た。内容は①インターネ
ットの歴史と仕掛け②イ

ンターネットサービス③
あなたも情報発信の３項
目でしたが、”なるほど
そう言うことか”と関心
しきりでした。　　　　
コミュニケーションツー
ルとして日常の生活に益
々入り込んでくる時代に
おいて、まずはトライし、
自分も情報発信していく
ことでより楽しい日々を
送るべきであることを痛
感しました。

　４月

22日（日）

14：

00

～蓮田市図書館視聴覚ホ
ールにおいて、２０１２
年度総会が開催されまし
た。会員数

56名、総会出
席者

15名、委任状

17名の
計

32名で会則第８条要件
の３分の１の

19名を満た
している事より総会は成
立し、江口

 保さんが議
長となり議事が進められ
ました。第１号議案から
第６号議案まで活発な質
疑応答が行われ、６議案
とも提案通りの内容で承
認されました。第３号議
案では役員改選について
承認され、２０１２年度
からの役員任務は下記の
ごとくで、新任の長嶋さ
ん、雲見さんを含めて

10

名
の
役
員
体
制
と
な
り
ま

す。　　　　　　　　　
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
理事　
　田村勝彦（会長）　　
　熊倉　晃（副会長）　
　後藤志郎（事務局長）
　宮崎　博（事務局）　
　江口　保　　　　　　
　若林博子　　　　　　
　半田雄司　　　　　　
　長嶋佑介　　　　　　
　雲見昌弘　　　　　　
監事　　　　　　
　飯島　剛（監査）　　
なお、会計担当は、熊倉
さん、ホームページ担当
は宮崎さん、書きそんじ
ハガキ担当は若林さん、
会報編集担当は半田さん
となりました。　　　　
また、第４号議案では会
則
改
定
に
つ
い
て
承
認
さ

れ、学生会員の会費が　
　２４００円／年から　
　１０００円／年に改定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
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４

回
文

化
遺

産
め

ぐ
り

蓮
田

市
文

化
財

展
示

館
と

黒
浜

貝
塚

２
０

１
２

年
２

月

14

日
(
火

)田中和之さん

黒浜式土器

第
３

回
寺

子
屋

講
座

今
さ

ら
聞

け
な

い
イ

ン
タ

ー
ネットって

？

2012年
度

総
会

（３） 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ 　http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/　http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/　http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/　http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ （２）

田中さんの説明を聞く参加者
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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紹
　

介
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介
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員
　

紹
　

介
会

　
員

　
紹

　
介

会
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紹
　

介
①
出
身
地
等
②
今
ま
で
の
歩
み
③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
つ
い
て

　
　
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

①珍しい姓ですが、飛
騨
高
山
市
内
の
地
名
で

す。電話等のやり取り
には難渋します。妻の
大学の先生の強い願い
で養子縁組したのです
が、岩手県に生まれ、
福島県で育ったので田
舎は岩手・福島と思い、
愛着もあります。２３

．３．１１の大震災・
原発汚染は悲しい思い
で事故処理に身内で当
たってきています。　
②田舎からは１９５７
年に出て、早や

55年余
を過ぎ、埼玉での仕事
も

45年
余
と
な
り
ま
し

た。色々な職場でご支
援を受け、現在があり
ます。　　　　　　　
③ユネスコの精神・会
員のお力を得て、ご恩
返しが出来れば幸いで
す。

瓜瓜 瓜瓜 巣巣 巣巣 一一 一一 美美 美美
（

う
り

す
　

か
ず

み
）

①蓮田市出身　大学卒
業後、川崎市やさいた
ま市、マダガスカルで
の生活を経て、

3年前
に戻りました。　　　
②銀行でのＯＬ時代や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア、現在の特別支援学
校での勤務を経験する
事で、幅広い視野を持
つこと、貴重な体験の
数々を積んできたこと
が何よりの自分の財産
となりました。　　　
③現在は会員として在
籍させていただくこと
で、精一杯ですが、同
じ地域に住むものとし
て影ながら応援してお
ります。

長長 長長 谷谷 谷谷 川川 川川 麻麻 麻麻 里里 里里 子子 子子
（

は
せ

が
わ

　
ま

り
こ

）

①出身地は東京都文京
区、生まれは北朝鮮の
清津、幼少から高校卒
業
ま
で
静
岡
県
富
士
宮

市、東京で大学を卒業
②就職後の最初の赴任
地が名古屋、以後金沢、
東京、札幌、名古屋、
岡山、東京と転勤。最
初の東京勤務時の昭和

56年、蓮田市の現在地
に家を建て住み始めま
した。　　　　　　　
③世界遺産に興味があ
り、ユネスコの会員に
なりました。

木木 木木 村村 村村 　　 　　 滋滋 滋滋
（

き
む

ら
　

し
げ

る
）

①埼玉県狭山市出身　
狭山茶が有名で街の所
々に茶畑が広がってい
ます。　　　　　　　
②大学卒業後から教員
（数学）をしています。
現在は特別支援学校に
勤務しています。休日
は
イ
ク
メ
ン
や
っ
て
ま

す。　　　　　　　　
③これからも様々な事
を学ばせて戴きたいと
思っています。宜しく
お願いします。

平平 平平 澤澤 澤澤 　　 　　 庄庄 庄庄 吾吾 吾吾
（

ひ
ら

さ
わ

　
しょう

ご
）

①板橋区で生まれ、昭
和

61年に「武蔵野のＳ
町」で有名になりかけ
ている志木市に移りま
した。　　　　　　　
②数年後に訪れるリタ
イア生活に退屈しない
ようＤＩＹアドバイザ
ー、フィナンシャルプ
ランナーなどの資格だ
けは取りましたが社会
貢献するまでに至って
いません。　　　　　
③ユネスコの意義すら
知らず会員となりまし
たが、よい

刺激を受け
ています。

向向 向向 山山 山山 裕裕 裕裕 規規 規規
（

む
こ

う
や

ま
　

ゆ
う

き
）

①東京都東池
袋出身　

②昭和

42年就職後、浜
松市・渋谷区・仙台市・
板橋区・インドネシア・
アメリカ・タイ等を転
々とし現在東京都板橋
区
赤塚在住　　　　　

③蓮田・白岡地方ユネ
スコ協会には、韓国が
縁で知り合った田村会
長の勧めで入会。異文
化理解に興味があり、
ユネスコ協会を通じ更
に学びたく思います。

小小 小小 杉杉 杉杉 　　 　　 正正 正正 孝孝 孝孝
（

こ
す

ぎ
　

ま
さ

た
か

）

２０１１年

11月から２０１２年３月まで
実

施した、書きそんじハガキ回収キャンペー
ンにご協力いただきありがとうございまし
た。回

収されたハガキは２６７枚でした。
回
収ハガキを

郵便局のご協力で切手と交
換

し、金
額
換算

1万２８２５円分の
切手を日

本ユネスコ協会連
盟に送

付しました。本年
度
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程お願いいたしま

す。

書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告書きそんじハガキ報告

第

7号会報の編集を担当しました、宮
崎です。フリーソフトの「朝

刊太郎」
を
使っての初めての

縦書きでの会報で
すが、いかがでしょうか？　ご意見等
お
寄せいただければ幸いです。　　　
編集委員：江口、金盛、長谷川、半田、
　　　　　望月、若林、宮崎
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